
町政を問う！ 会派代表

　

武
豊
町
内
に
２
市
３
町
で
建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
知
多
南

部
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
供
用

開
始
が
、
平
成
34
年
４
月
１
日

と
さ
れ
て
い
る
。
ご
み
の
減
量
・

資
源
化
、
そ
れ
に
伴
う
処
理
費

や
焼
却
灰
の
埋
め
立
て
費
用
な

ど
多
く
の
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

武
豊
町
ご
み
処
理
基
本
計

画
策
定
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

本
計
画
は
、
ご

み
の
排
出
量
削
減
や
資
源
化
の

促
進
な
ど
、
循
環
型
社
会
の
形

成
に
向
け
て
、
今
後
の
ご
み
処

理
に
つ
い
て
基
本
的
な
方
向
性

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
計
画
期

間
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
36
年

度
ま
で
の
10
年
間
。

　

現
在
、
計
画
の
策
定
に
向
け

て
、
大
き
く
３
つ
の
作
業
を
実

施
ま
た
は
、
予
定
し
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
、
町
内
18
歳
以
上

を
対
象
と
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
実
施
。
二
つ
目
は
、

「
ご
み
減
量
か
ら
武
豊
町
の
未

来
を
考
え
る
町
民
会
議
」
の
開

催
。
三
つ
目
は
、
計
画
素
案
の

策
定
で
、
状
況
に
よ
り
、
工
期

延
長
に
よ
る
予
算
の
繰
越
し
も

検
討
の
う
え
、
計
画
策
定
作
業

を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

　
　

知
多
南
部
地
域
循
環
型
社

会
形
成
推
進
地
域
計
画
第
二
期

（
平
成
24
年
度
改
定
）
か
ら
第

三
期
へ
ど
の
よ
う
な
計
画
で
進

め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

知
多
南
部
地
域
循
環

型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
は
、

構
成
市
町
の
２
市
３
町
の
地
域

計
画
を
総
括
し
た
形
で
、
計
画

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

処
理
施
設
へ
の
搬
入
車
両
に
よ

る
道
路
渋
滞
、
生
活
道
路
へ
の

搬
入
車
両
の
進
入
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ

ら
諸
課
題
を
含
め
、
慎
重
か
つ

現
実
的
な
計
画
と
し
て
い
く
。

　
　

食
の
安
全
は
ど
の
よ
う
に

担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

食
の
安
全
は
、

文
部
科
学
省
の
詳
細
な
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
く
日
々
の
点
検
や
、

検
査
、
食
材
の
成
分
、
産
地
な

ど
の
確
認
、
検
査
を
実
施
し
な

が
ら
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

る
。

　
　

建
て
替
え
に
伴
う
近
隣
市

町
と
の
情
報
交
換
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
町
単
独
で
の

建
て
替
え
を
進
め
て
い
く
決
断

は
で
き
た
か
。

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
度
・

25
年
度
に
、
近
隣
市
町
と
協
議

検
討
し
た
が
合
意
出
来
な
か
っ

た
。　

　

本
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
当

分
の
間
は
、
適
正
な
維
持
管
理

を
し
な
が
ら
、
近
い
将
来
に
必

ず
く
る
建
て
替
え
を
見
据
え
て
、

美
浜
町
と
の
２
町
で
の
広
域
化

の
協
議
を
進
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

政和クラブ
岩瀬　計介 議員

武豊町・美浜町で広域化の協議答

学校給食センター
建て替えは

問

問

答

町
長

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

答

厚
生
部
長

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

問 問

問

■学校給食センター
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■タブレットで学習する児童（静岡県河城小学校）

　
　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
は

学
校
の
み
な
ら
ず
、
行
政
の
支

援
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、

町
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

法
律
が
施
行
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
る
た
め
、
今
後
、

調
査
を
進
め
、
行
政
と
し
て
し

っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　
　

　
　

各
種
施
策
の
推
進
に
あ
た

り
、
「
貧
困
」
と
い
う
言
葉
の

使
い
方
に
は
充
分
注
意
し
て
欲

し
い
。

　
　
　
　
　

児
童
・
生
徒
へ
の

配
慮
は
最
も
大
切
な
教
育
の
原

点
で
あ
り
、
慎
重
に
進
め
て
い

く
。

　
　

厚
生
労
働
省
の
国
民
生
活

基
礎
調
査
で
は
、
「
子
ど
も
の

貧
困
率
」
は
16
･
３
％
で
あ
る
。

施
策
を
検
討
す
る
た
め
、
武
豊

町
の
実
態
を
把
握
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

保
育
料
か
ら
み

る
生
活
保
護
世
帯
と
非
課
税
世

帯
は
5
･
9
％
、
児
童
手
当
で

は
6
･
7
％
が
対
象
世
帯
と
な

っ
て
い
る
が
、
貧
困
率
は
把
握

で
き
て
い
な
い
。

　

今
後
、
愛
知
県
の
出
す
方
針

な
ど
に
従
い
、
実
態
調
査
を
研

究
し
て
い
く
。

　
　

武
豊
町
の
成
人
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
、
子
育
て
の
不
安
に
つ

い
て
、
「
経
済
的
な
負
担
」
が

48
％
と
最
も
高
い
。
就
学
支
援

基
準
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　

現
在
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る

が
、
近
隣
市
町
の
動
向
を
確
認

し
な
が
ら
、
見
直
し
が
必
要
で

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

　
　

町
内
小
中
学
校
に
、
電
子

黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ

ン
の
導
入
が
始
ま
っ
て
い
る
。

教
員
の
意
識
や
技
術
向
上
へ
の

支
援
体
制
は
。

　
　
　
　
　
　

現
状
、
支
援
体

制
を
模
索
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
研
修

を
実
施
。
今
後
、
先
進
地
を
参

考
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　

民
間
企
業
の
公
益
財
団
法

人
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
の
助
成

事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

機
器
の
購
入
資

金
の
確
保
と
教
員
へ
の
技
術
支

援
は
必
要
不
可
欠
。
官
民
を
問

わ
ず
、
資
金
面
、
人
材
面
で
利

用
可
能
な
も
の
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
活
用
す
る
。

きずな
石原 壽朗 議員

総合的な施策の調査・研究を進める答

子どもの貧困対策の
推進を

問

早
急
に
実
態
把
握
を

会派代表 町政を問う！

問

問問

問問

問

答

町
長

答

教
育
長

答

厚
生
部
長

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

導
入
が
始
ま
っ
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
積
極
活
用
を
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■町長に提出した予算要望書

町政を問う！ 会派代表

　
日
本
共
産
党
議
員
団
が
町
長

宛
に
提
出
し
た
、
27
年
度
予
算

要
望
書
お
よ
び
日
本
共
産
党
が

行
っ
た
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
要
望
の
あ
っ
た
件
の
実
施
を

求
め
る
質
問
を
行
っ
た
。

　
　
高
す
ぎ
る
と
い
わ
れ
る
町

長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
退
職

金
の
減
額
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　

町
長
、
副
町
長
、

教
育
長
の
退
職
金
は
、
愛
知
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の

条
例
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
て
お

り
、
現
段
階
で
は
町
単
独
で
の

引
き
下
げ
は
困
難
で
あ
る
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利

便
性
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
向

性
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　

調
査
結
果
か
ら
、

ル
ー
ト
や
停
留
所
の
一
部
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
。

　

来
年
度
か
ら
実
施
す
る
ル
ー

ト
変
更
な
ど
に
向
け
た
調
整
・

協
議
を
関
係
機
関
と
進
め
て
い

る
。

　
　
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を

18
歳
（
高
校
卒
業
）
ま
で
拡
大

さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　

県
下
の
拡
大
状

況
を
み
る
と
実
施
し
て
い
る
の

は
3
市
3
町
1
村
で
あ
り
、
本

町
の
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
て
、

助
成
対
象
の
拡
大
は
考
え
て
い

な
い
。

　　
　
地
震
対
策
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
耐
震
診
断
、

耐
震
改
修
の
ほ
か
、
改
築
で
は

な
く
建
て
替
え
に
も
助
成
し
、

耐
震
対
策
の
促
進
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年

度
も
耐
震
改
修
費
の
補
助
は
継

続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
加

え
て
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど

の
設
置
に
、
補
助
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
が
、
建
て
替
え
の

た
め
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
。

　
　
歩
道
内
の
自
転
車
走
行
方

法
が
変
更
さ
れ
、
狭
い
・
傾
斜

が
き
つ
い
歩
道
を
改
修
し
て
、

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
対
処

さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

児
童
・
生
徒

が
登
下
校
す
る
通
学
路
の
安
全

は
、
優
先
的
に
確
保
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
厳
し
い
財
政

状
況
で
は
あ
る
が
、
道
路
改
良

　

事
業
に
あ
わ
せ
、
歩
道
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
景
気
が
「
緩
や
か
に
回
復
」

す
れ
ば
、
税
収
の
回
復
に
つ
な

が
る
と
み
ら
れ
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　

不
透
明
な
部
分
が
多

分
に
あ
る
た
め
、
見
込
額
に
つ

い
て
は
提
示
で
き
な
い
が
、
昨

年
度
並
み
の
収
入
確
保
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
他
に
「
自
衛
隊
の
行
事
参
加

等
に
つ
い
て
」
の
質
問
。

日本共産党議員団
梶田 進 議員

実施の是非について検討する答

平成27年度予算で
住民要望の実現を

問

問問

答

町
長

町
三
役
の
退
職
金
減
額
を

高
校
卒
業
ま
で

医
療
費
無
料
化
を

自
転
車
走
行
を
考
慮
し
た

歩
道
の
改
修
を

新
築
に
も
耐
震
助
成
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

利
便
性
向
上
を

答

総
務
部
長

答

厚
生
部
長

答

総
務
部
長

問問

問

問

答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長

税
収
の
見
通
し
は
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機
構
改
革
を
行
う
に
至
っ

た
経
緯
は
。

　
　
　
　

大
き
な
要
因
の
一
つ

に
、
本
町
を
取
り
巻
く
行
財
政

の
環
境
の
変
化
が
あ
る
。

　
　
　
　

　
　
定
員
管
理
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

　
　
　
　
　
　

今
後
若
干
の
職

員
数
を
増
加
す
る
。

　
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
し
、
住
民
窓
口
課
を
新

設
し
た
が
、
証
明
書
は
す
べ
て

こ
の
窓
口
で
発
行
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
住
民

課
で
発
行
し
て
き
た
戸
籍
に
関

す
る
証
明
、
印
鑑
登
録
お
よ
び

身
分
な
ど
に
関
す
る
証
明
な
ど

の
ほ
か
、
来
年
度
は
、
所
得
証

明
書
を
始
め
と
し
た
税
に
関
す

る
一
部
の
証
明
書
の
発
行
を
予

定
し
て
い
る
。

　
　
生
涯
学
習
課
の
再
編
で
、

中
央
公
民
館
と
町
民
会
館
の
事

業
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
中
央

公
民
館
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拠
点

と
す
る
検
討
を
進
め
る
と
聞
い

た
が
、
い
つ
頃
を
目
標
に
検
討

し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ

は
、
時
期
な
ど
に
つ
い
て
は
未

定
だ
が
、
新
た
な
活
用
方
法
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

検
討
を
始
め
る
。

　
　
国
よ
り
「
今
後
の
地
方
公

会
計
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
」

の
通
知
が
あ
っ
た
が
、
本
町
の

対
応
と
今
後
の
予
定
は
。

　
　
　
　
　
　

本
町
は
、
新
地

方
公
会
計
制
度
に
お
い
て
基
準

モ
デ
ル
を
選
定
し
て
い
る
の
で
、

大
き
な
労
力
を
要
す
る
こ
と
な

く
、
新
制
度
へ
移
行
で
き
る
と

考
え
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
予
定
は
、
平

成
29
年
度
ま
で
に
「
改
正
新
地

方
公
会
計
制
度
」
へ
移
行
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
　
本
町
で
は
、
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
か
。

　
　
　
　
　
　

統
一
基
準
と
な

る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
自
治
体

と
の
比
較
が
容
易
に
な
り
、
財

政
構
造
の
特
徴
や
課
題
を
客
観

的
に
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
指
標
を
通
じ
て
、

　

財
政
の
効
率
化
・
適
正
化
が
分

り
や
す
く
示
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
説
明
責
任
が
よ

り
果
た
せ
、
「
資
産
や
債
務
の

正
確
な
把
握
と
管
理
」
「
予
算

編
成
・
決
算
分
析
と
の
関
係
付

け
」
と
共
に
、
中
長
期
的
な
財

政
運
営
へ
の
活
用
を
研
究
し
て

い
く
。

情熱
石川 義治 議員

平成27年度から始める答

ボランティア拠点の
検討は

問

機
構
改
革
に
つ
い
て

改
正
新
地
方
公
会
計
に
つ
い
て

会派代表 町政を問う！

問問問

問

問

問

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

■ボランティア拠点とする検討を進める中央公民館　

答

町
長
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